
（別紙３）

～ 2026年　3月　31日

（対象者数） 25 （回答者数）

～ 2026年　3月　31日

（対象者数） 4 （回答者数）
4

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・非常勤職員や新規職員の自発的なモチベーションの向上を

妨げずに、職員集団としてどのように一貫性のある支援を行

えるかを検討。

2

・散策の他にも利用者個人個人の細かいニーズに対応できれ

ば良いと思うが、人員配置として難しい部分もある。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・できる機会を見極めて臨時的にでも取り入れていきたい。

2

・できる機会を見極めて検討していきたい。

3

・知的障害を主として経験のある職員が多いこと。 ・困難な状況での対応の切り替えや、複数での対応などを職員

間で考え、うまく切り替えていること。

・事業所の回りに大きな道路などがなく、近くに大きな広場が

ありのどかであること。

・可能なかぎり集団で散策等の機会を設けている。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

・大型のイベントなどの充実。 ・利用者自身のすきなこときらいなことが分かれているため、

人員をイベントに割くことが難しい。

・地域交流の機会の限定。 ・散策時に近隣の方々など挨拶等をしているが、他の児童デイ

や近隣学校の生徒との交流を持つ機会を設定することは難し

い。

2026年　2月　1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2026年　4月　10日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 　さんさん

○保護者評価実施期間
2026年　2月　1日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


